
試験研究成果普及情報  

［目的及び背景］  
 県南地域では、観光農業の一環として、新たに中晩生カンキツ類の施設への導入が試みら
れている。現在、温州ミカンでは県の作成した防除暦に基づき指導が行われているが、中晩
生カンキツ類の施設栽培における病害虫の研究事例は少なく、防除暦も策定されていない。
当地域における晩生カンキツ類の施設栽培において最も重要な害虫であるミカンハダニの発
生消長調査と有効薬剤の選定を行い、防除資料とする。  
                                              
［成果内容］  
(1)ミカンハダニの発生消長  
 暖地園芸研究所果樹研究室の「津之香」と「不知火」を供試して、施設減農薬栽培、施設慣
行栽培、露地慣行栽培における、ミカンハダニの発生消長を調査した。２品種とも、施設減農
薬栽培及び露地慣行栽培区では発生が少なく、施設慣行栽培では多かった。施設慣行栽培
では、天敵昆虫類に影響がある殺虫剤が散布され、誘導多発生が起こったためと思われる。
（第１図、第２図）。  
(2)ミカンハダニに対する有効防除薬剤の選定  
 館山市（暖地園芸研究所）及び富山町（現地圃場）、三芳村（現地圃場）から採集したミカン
ハダニ成虫をポット植えの温州ミカン苗木で室内増殖して、薬剤検定試験を行った。成虫に対
しては３地域とも、ミルベメクチン乳剤及びアセキノシルフロアブルの効果が非常に高く、殺卵
効果はエトキサゾール・フェンプロパトリン水和剤及びミルベメクチン乳剤、アセキノシルフロア
ブルが優れた。その他の薬剤は、地域による殺虫効果の差が大きいか、あるいは低かった
(第１表）。  
(3) 中晩生カンキツの施設栽培に発生するミカンハダニは春期と秋期に密度が高まり防除が
必要であった。しかし、地域によって薬剤抵抗性の発達が認められることから、春防除につい
ては、マシン油を主体とし、秋以降は発生量をみながら、上記薬剤を用いるなどして、防除体
系を組み立てることが必要と思われる。なお、これらの知見をもとに、晩生カンキツ類の施設
栽培における防除指針を提案する（第２表）。  
   
［留意事項］  
［普及対象地域］県南地域の晩生カンキツ類栽培地域  
［行政上の措置］  
［普及状況］ 
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課題名：中晩生カンキツ類におけるミカンハダニの発生生態と防除

［要約］中晩生カンキツ類の施設栽培におけるミカンハダニの発生消長は、春期と秋
期に多い。地域によって薬剤抵抗性が認められるが、ミルベメクチン乳剤、アセキノシ
ルフロアブル及びエトキサゾール・フェンプロパトリン水和剤の殺虫効果が高く、基幹防
除薬剤として用いることができる。ハダニの春期防除は薬剤抵抗性の発達や天敵昆虫
類の温存の点から、マシン油乳剤を基幹とし、秋期以降はハダニ発生量に基づき、防
除体系を組み立てることが望ましい。

キーワード(専門区分） 作物虫害     （研究対象） 果樹－カンキツ 
     (フリーキーワード) 中晩生カンキツ、ミカンハダニ、薬剤抵抗性、マシン油

実施機関名(主査）   農業総合研究センター 暖地園芸研究所 環境研究室 
       (協力機関） 暖地園芸研究所 果樹研究室 
     （実施期間） 1998～2001年度



［成果の概要］ 

 
 
    
   
   
  
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   

   
 
  

 


